


本事業の背景

建設市場を対象； 日本国内 年間6000万トンの生コンクリート

解決すべき２つの問題点
①普通ポルトランドセメント(OPC)： 製造に大量CO2

②産業副産物の発生：石炭火力発電所 石炭灰 ⇒ 900万トン/年
石炭灰は国内では微減だが世界的に見て増加の予想

石炭灰(フライアッシュ：以下FA)活用上の問題点
①品質変動 ： 産地・燃焼装置の違い ⇒ 産地・ロット違いがコンクリートに影響
②低反応性 ： ガラス質の微細球状 ⇒ 化学的に安定(反応しにくい)

現在の用途 セメントの置換材 ⇒ フライアッシュコンクリート70万トン/年

近年開発された新たなコンクリート技術
①高置換型コンクリート ： OPCの大半を高炉スラグなど産業副産物で置換

→ ECMセメント、クリーンクリート
②セメント非含有： ケイ素の重合反応で硬化組織を形成

→ ジオポリマー、セメントレスコンクリート（本提案）



本事業の目的・目標
・石炭灰（フライアッシュ）の有効活用
・石炭灰を用いたセメントレスコンクリート技術の実用化

事業完了の2025年度における具体的目標
・製造規模 10m3 → 小規模施工・補修工事に対応
・高耐久性（長期安定性）
・CO２発生量の削減





本技術の核となるもの

そのそもの狙い：「カルシウム溶出の無いコンクリート」

→ 普通ポルトランドセメントを使用しない

• ジオオリマー技術との違い

反応性ケイ素成分 ＝ フライアッシュ ≠ ケイ素溶液（水ガラスなど）

• 石炭灰に強力な摩砕処理を加え機械的刺激で化学反応性を付与

→ メカノケミカル処理 ： フライアッシュの結合性を高める



研究項目・産業目的・最終目標









今年度報告：結合材の未燃炭素を除去(軽減)

フライアッシュには未燃炭素

• 様々な未燃炭素量

ex. A発電所：7％,B発電所：1%

→ 〇IGCC：ほぼ0％

• 未燃炭素があると

① 摩砕時間の増加

② 流動性の低下

③ 可使時間の短縮

④ 圧縮強度の低下

• 本技術の改良のために

→ 未燃炭素除去法の検討

未燃炭素の除去技術
加熱・燃焼法

→ ・温度により除去割合

・CO2が発生

・cFFtの例

静電分離

→極性のあるベルコンで吸引除去

・電中研殿、太平洋セメント殿

・装置が特殊！

洗浄法

→ オイル添加水で撹拌分離

マイクロバブルで効率化の例
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まとめ

セメントを用いない新たな結合材を開発・改良

（結合材：摩砕処理フライアッシュ、混練水：ケイ素溶解高アルカリ溶液)

(1) 強力な摩砕処理でFAは結合材化

(2) 未燃炭素の除去で、摩砕時間大幅短縮→CO2排出量削減の手掛かり

(3) 混練水(ケイ素溶解高アルカリ用液)の改良で性能アップ

(4) コンクリート化が可能(摩砕実用機、大型供試体・二次製品)

(5) 高い耐硫酸性を持つ：下水道等高耐久部材へ


